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れ
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；
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を
與
へ
て
グ
ラ
ン
ト
を
抉
け
た
セ
あW
ぅ
。
彼
は
.ラ
ム
、ズ
イ
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か
為
地
方
敎
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數

字

を

探

收
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'
し

灰
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'''0吏
た
被
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結
_

を
修
0£
'
;或

；
は»
不
ゐ
^:
^

,書
と
'そ
の
.著
者
.を
王
.立
協
會
_へ
.推
獎
^
る
％
妙
な『

ロ
バ
I
ト
•
マ
ヤ
ー
卿
へ
の
献
辭』

も
ま
た
と
と
に
ょ
る
と
彼
の
策
に
成
.る
も
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:

知
れ
な
い
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0
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:
.要
す
^に
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倫

敦

死̂
表

杧
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'
諸

觀

察
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：
成
#
來
ガ
_

^
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ベ

纟

名

饗

龛

受

け

丈

い
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、
へ
，
テ

(

イ
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^
^
 ̂
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及
び
科
學
者
達
さ
へ
の
注
意
を
本
鬣
に
蒗
き
つ
け
I

資
す
る
と
と
ろ
が
へ 

ン

鐾

ラ

シ

t
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亡
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く
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然
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'あ
つ
た
で
あ
ら
ぅ
-o
し
か
し
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は
本
書
の
眞
，の
.功
蹟
に
加
へ
る
と
こ
ろ
は
、
假
令
あ
つ
た
と
し
て
も
極
め
で
僅
か
で
あ
づ
た
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.
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a
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I
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o

.

,

.

こ
.
の
ハ
.ル
の
所
說
は
約
三
十
年
間
定
說
と
し
そ
一
般
に
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。
然
る

.
に
そ
の
後
ー
九
ニ
七
年
ラ
ン
ス
ダ
；̂

ン 

-
M
a
r
q
u
i
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 qf:

^

识
泛&

^

が
家
蔵
-

テ
ィ
未
發
表
原
稿
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撰
擇
編
輯
し
セ
->
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.テ
ィ
の
サ
ウ
ス
ウ
ユ
ル
宛
書
簡
:i
r

資
料
^「

諸
觀
察」

と

:
の
類
似
等
か
ら
、7 -
,

倫
敫
死
亡
表
に
甚
ん
諸
觀
察
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有
_

る
本
質
的
な
點.
に
於
い
て
べ
テ
ィ
の
著
作
で
あ§

#

し
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ッ
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敎

授
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資
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檢

討
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別
の
途
か
ら
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>
ル
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結
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に
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達

：し
"た

が
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し
か
し
：
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ダ

ダ
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得

す
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萬
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.

 

O

I
 

w
o
o
d
;

 

G
r
a
u
n
t

 a
n
d

 

方

避

:

^
- 

0

^

vol. .XIII. 

 ̂M
.
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書
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す
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本
新
版
り
^

者
が
1

•ウ
4

ルn

 

.ッ
ク
ス
は
、
.グ
ラ
ン
ト
は「
諸
歡
，察
1
の
主
.著
者
で
は
^

る
が
、
唯」

.■の
著
者
で
な
い
タ
ぺ
^
ィ
の 

協
ガ
が
加
±

っ
て
ゐ
る
‘

と
c>
-

ハ
ル
の
見
解
を
支
持
す
る
！

：.で

多

る
,-
-0
然
ら
.ば
こ
：の
'協
カ
は
ど
办
.部
分
で
：行
は
れ
た
.か
、
す
な
は
ち 

ど
の
部
分
を
グ
ラ
ン
卜
が
書
き
、
ど
の
部
分
を
べ
ル
ィ
が
筆
を
執
つ
た
か
ヮ
本
書
に
對
す
る
兩
者
の
貢
献
如
何
は
本
書
研
究
者
^-
と
づ 

て
^

、い
事
た
ら
ざ
を
を
得
な
ハ
。
ウ
ネ
'ル
コ
ッ
.ク
ス
は
そ
の
；緖

言

で
.こ

.<
6

問
題
.に
就
.ぃ
.て
.寄
與
ず
る
と
こ
ろ
ぁ
ら
ぅ
と
す
- ^
0

彼
は

八
ル
の
見
解
を
發
藤
さ
す'た
.め
、
べ
：テ
^-
.の
ー一,

つ
.の
統
計
學
上
，の.問
題
|

( 

ー
¥

界
人
ロ
广
ル
び
：

(

ニ
，'グ
：ラ
シ
ト
办
死
後
彼
を
眞
似 

ズ
抒
つ
.た
グ
ブ
リ
ン
死
亡
表
の#
釋
h

の
.取

扱

ひ

方

を

考

：へ
た

6
:先
づ
世
.界

人

ロ

凌

歡

い
，
$
 

三
億
—*
千 

六
苜
寓
、
，
三
億
！
一
千

萬
：：

三
億
乃
至
四
億
と
様
々
に
言
队
か
へ
て̂
る
。
1>
か
し
が
や
ぅ
：£

ロ.认
が(

へ
る
理
由
を
述
べ
て
ゐ
な
いo 

.
ま 

-

た
彼
は
乏
し
<
と
も
：獲

得

し

ぅ

：る

報

吿

を

、

.寬
集
比
較
す
る
努
：カ'|
:
1.
セ
.ゐ
だ
い
0
波
；の
所
■
の
唯
一
の
價
値
は
、0

^

の
今
ョ 

硏
究
可
能
と
だ
つ
た
間
題
杧
初
め
て
洼
意
を
向^'
た
_こ
と
で
.あ
‘る
{

>

:

|

^
次
に
、
ダ
ブ
リ
ン
.死
亡
表
に
就
ぃ
て
。
ペ
テ
ィ
は

「

ダ
ブ 

リ
ン
：死
亡
表
に̂

づ
く
諸
觀
察」

Observations up§

 t
h
e

w
u
b
l'p. biUs 

of mortality, 

1
.
6
00
1, 
1
600
3
.
で
グ
テ
ン
'ト
の f

附
錄 J 

■-
■.に
似
た
觀
察
を
下
し
七
ゐ
るo
.
' 

e
れ
は
偷
敦
&
.
バ
ラ
^
^
の
六
表
、
ダ
ブ
^:
ン
；の
連
»
し

汔

十

五

：表
：、

^

び
ダ
ブ
：リX

の
家
：族
及
び
竈 

«
を
赤
す
書
屈
免
基
礎
と
：す
る
■も̂
で
あ
る(H
.
E
1:

:
:
P
'
,

出

生

が

埋

葬

の

八

分

の

五

：
で

あ

つ

た

^
.と
$:
:
1不
す
數
字
を
：問
膨
な
く
受
：容
れ
、
ぶ
の

|

一：つ
：の#
ん
ロ.

—̂*
致
は
そ
の
.蓝
龜
?:
-證
明
：す
^.
も 

'

だ̂
と
言
つ
：て.ゐ
る(

^
£
:
,
^
4
00
2
.

)

;0

 ̂

六
四
一1

年
ま
セ
倫
敦
の
出
生
は
略
そ
死
亡
數
；に
等
し
；が
つ
；セ
が
、
そ
れ
以
後
、 

.ぅ
洗
禮
(0
訐

數

は

名

て

；
に

な

ら

食

^

:
嘗̂

.：
て
：：
ゐ
：
る

@
丨
^
 ̂

'
こ
'0
-
計
_
の
挺
ひ.方

ゅ

べ

れ

ィ

矽

記

述

に

信

を

置

く

こ

；
と

$:
_
玫

さ
.. 

'せ
る

：も

の

で

：
あ

冬

。

'ベ
^
イ

ば

出

生̂
娌
葬
ぶ
ヶ
も
人
.ロ
.の
'±
-
ャ

ょ

き

尺

度

：で

夷

る

.ど

.言

 ̂

ザ

4
00
2
，

)

。^ラ
，：

ン

トi
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:そ
れ
は
.普
通
の
.年
に
：の.み
當
て
警
る
：こ
と’
.'
.そ
：れ

如

卜

そ

れ

ぼ

主

と

^

re
あ

る

こ.と
.を

隹

べ

そ

ゐ

る
'°
ま
た
べ.
.希

ィ

は「

男

子

；
は
：そ

の

出

生

す

^
や

と

表

も

少

い
^
に

最

も

多

く

死

亡

す

^

”

ぜ̂
^
队

ば

ヽ

， 

t 

\货

は

男

子

は

十

ー

瘍

十

：

1
-
-
-
^
ヒ

れ

ば

十

四

對
^
1
1ぬ
¥:
均

此
«
以

上
^

上
似
下

P

あ
：る
I

で
生
れ
た
r

過
ぎ
な
い」

て
な
.こ
と
を
言
っ
.て
.，ゐ
^(

K

&
 

•
•
あ̂
^〕

0
.
.
.
そ

灯

意

味

一

は

明

か
で
.な
い
‘

恐
^'
ぐ

.男
 

'
子
は
女
子
を「

約
十
三
分
の一

の
差
.で」

凌
駕
す
る
と
い
ふ
、
グ
ラ
ン
ト
の
彼
自
身
の
數
字
と
も一

致
.し
方
い
誤
つ
.
た
記
述
に
栽
、、っ
い
.て
：
.

.新
版
ジ
ョ
ン

•グラ
ン
ト「

死
亡
.表
に
某
く
自
然
的
及
び
政
治
的
諸
觀
察
!_
-

1
0五
、(

八

o

l

e'.



, 

'新
嵌
ジ* 

x

•グ
ラ
ン
ト「

死
亡
表
に
甚
く
自
然
的
及
ぴ
政
治
的
諸
觀
察
.

」
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-
•0
六
.

c
y
o
w

)

ゐ

る
ひ
で
，あ

ち

^

p. 

S

0

O

兎

に

角

ぺ

テ

ィ

の

：ク
ブ
リ
.

ン
散
表
に
關
す
る
議
論
に
は
、
.近
代
統
計
學
者
が
も
つ
て
疋
確
*
ff
i:
要
と
認 

め
る
記
述
が
含
ん
で
居
.な
い
。
ま
た
推
論
を
行
ふ
•に
先
立
つ
て
そ
の
源
衆
を
、
批
評
評
價
し
た
形
跡
も
；̂
い
。
と
.れ
に
琢
し
て「

諸
觀 

察」

の
方
で
は
資
料
は
評
愤
さ
れ
て
、
そ
れ
か
ら
疋
し
い
重
要
な
結
論
が
引
出
さ
れ
て
ゐ
る
*
と
彼
•は

評

し

、て

ゐ

る

。

(

p
,
.
v
i
M.
-
x
o 

■ 

•
、
テ
ィ
と
ダ
ラ
ン
ト
と
で
は
^

^
上
の
蕺
異
が
あ
る
と
は
、
よ
.く
言
は
れ
るV

と

で

あ

る

。

「『

諸

觀

察J

の
銃
計
方
法
は
、
ベ
テ
ィ 

の
類
似
の
題
目
i

い
て
承
認
さ
.る
ぐ
諸
論
文
の
方
法
に
較
べ
て
大
ひ
に
勝
つ
て
ゐ
る
Q
グ
ー
で
ン
ト
は
，
研

究

上

の

忍

耐

を

.
有
ゆ
.る
可
. 

■能
な
方
法
で
そ
<0
;結
果
を
驗
め
す
注
'意
を
、：
推
論
を
遣
る
に
自
制
を
:
.計
算
を
行
ふ
に
誤
^
の
注
意
を
示
し
て
ゐ
る
。

■•
•
L.力
し
こ
れ
等 

.は
べ
^;
-ィ
の
*
作
贫
ば
闻
じ
程
度
で
特
微
た
ら
な
い
も
の
で
あ
.る
0」
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と
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に
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ペ
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ィ
の
，
 

病

發

表

文

！集

』

に
ゆ)

.羅
甸
語
<o
-
詩
文
が
あ
る
。
.双
方
と
も
ま
.づ
い
。
代
數
に
關
す
る
議
論
が
あ
る
.-
0
.そ
れ
は
編
者
に
ょ
れ
ば
恐
ら
-:
<
; 

&

の
友
人
に
.よ
ー
る
%:
6
ど
«

へ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
確
か
に
タ
オ
リ
ス
や
一
一
ュ
1

ト
；
ン

に

は

執

筆

の

規

に

.

價

し

,^
.い
と
思
は
れ
た
.
 

で
あ
ら
ぅ
。
レ
工
や
メ
，1

3
ゥ
の
標
準
に
#
ら
な
い
傅
物
學
、
‘生
理
學
、
.十
七
世
紀
の
.ど
.の
賢
明
な
開
業
醫
の
.水
^
以
上
に
：：；

1.

な
い
^
. 

.
床
的
觀
察
が
あ
る
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.そ
1>
て
最
後
に
>
*
,が
尠
か
ら
ぬ
、べ
遙 

(

ぎ
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l
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o
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London, 

1
9
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1
.
^
，
S
O
.

參
照)

：
か
く
て
ハ
ル
は
べ
グ
ラ
シ
-̂

へ
の
堅
實
な
仕
事
を
彩
る
裝
飾
は
、
恐
ら
く
ペ
テ
ィ
の
手
に
な
る」

.も

.の
と
推
測
し
：
 

p

欠
る
^

fe
rr
Q'
r
&
B
i
o
r

 

P
e
t
t
y
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P
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1
2
6
,

)

9'
\
ぺ

テ

ィ

は

當

時
0-
人
ロ
を
推
文
す
る
ば
か
り
で
な
く
、「f

ノ
ァ
：の
.
洪

水

以

來

每

千

， 

:银
末
の
海^ '
-

虾
禽
の
*'
:
1
^
«.
べ
:^
過
法
(0
人

ロ
€
:求
办
、.
_

『

幾

薩

.に
英
蘭
及
汰
愛
爾̂

^

.-篆

.に

擻

息

煎

能

な

垒

翁

表

が

人

ロ

に

滿

つ

る

，か

1
。
.5
:
'考

，.へ
^
觀

を
.

榮

る

茗^

統

計

學

の

寳

は

^
樂
饋
の
作
者
で
あ
り
、
ベ
テ
イ
は
龢
じ
：5
醤

樂

琢

具

を

弄

ん

.で

砖

昆

猶

調

知

だ

ず

子

供

.
の
：
や

う

方

も

^
^

と
い
ふ
の
が
編
者
自
身
め
批
評
で
あ
る9

ド〕

。
か
く
て
ウ
ナ
ルn

ッ
ク
ス
，•は
こ
の『

_
_の
考
查
：に
鑑
み「

謙
_
察」

ぱ

織

込

ま

れ

^

ブ 

'本

の

撚

り

を

.燃

り

戾

し

*.
-
>

「

藥
文(

そ
の
う
ち
に
羅
匈
語
句
の
使
用
も
含
め.る
^

試
^
て
.ゐ
.
'る
.と
と
.ろ
ハ
.及

び

數

字

^

若

し

く

は

そ

う

で 

な
く
て
も
、
支
持
ず
る
證
據
な
く
し.て
推
測
の
行
ル
れ
て
ゐ
る
と
と
ろ.は
、
總
て
。へ
テ
イ̂

的

に

興

味

あ

る

事

姻

^

!

い
て
書
か
れ
て
，は
居
名
が
、
.

ま
る
で
科
學
的
重
要
性
の
か
い
記
述
も
彼
0
4 -
办
と

想

象

さ

.れ

る
6-
;
-';?:
:の
標
準
. 

を
用
ふ
れ
ば
、
王
立
協
#:
總
裁
に
捧
ぐ
る
献
辭
及
び
最
後
の「

綠
論J

の
章
を
含
め
て
、
A
分
.の
.

が
除
外
さ
れ
*
か

い

筋

の

透

っ

た

、

」 

引
締
つ 

I

翁

け 
8

る」

ぺ
と
結|
し
_

|

,°
- 

:
: 

,

,•■ 

し

か

し

と

，れ

等

「

^
觀

察」

に

織
^
ま
.れ

た
ニ
本
の.燃

り

を

戾

す

彼

の

，
努
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